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次
の
ペ
ー
ジ
は ▲

新
年
度
予
算
・
連
合
審
査

　全会一致で可決、報告・承認した議案等
令和７年度伊豆市一般会計補正予算（第９回） 令和７年度伊豆市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２回）
令和７年度伊豆市介護保険特別会計補正予算（第２回） 令和８年度伊豆市 7 財産区特別会計予算

伊豆市緊急地震・津波対策基金条例の廃止について 伊豆市職員の給与に関する条例等の一部改正について 
＊賛成討論（木村議員）

門野原財産区、田沢財産区及び矢熊財産区の廃止に
伴う関係条例の整理に関する条例の制定について 伊豆市火入れに関する条例の一部改正について

伊豆市手数料徴収条例の一部改正について 伊豆市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について

伊豆市土肥診療所条例の廃止について 伊豆市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基
準を定める条例の制定について

伊豆市非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償に
関する条例の一部改正について 伊豆市過疎地域持続的発展計画の変更について

門野原財産区有財産の無償譲渡について 田沢財産区有財産の無償譲渡について

矢熊財産区有財産の無償譲渡について 伊豆市教育委員会委員の任命について

賛否が分かれた議案
尾
垣 

和
則

飯
田
　
大

浅
田
　
藤
二

小
川
多
美
子

黒
須
　
淳
美

鈴
木
　
優
治

波
多
野
靖
明

間
野
み
ど
り

青
木
　
靖

三
田
　
忠
男

小
長
谷
順
二

森
　
良
雄

木
村
　
建
一

議
決
結
果

専決処分の報告及びその承認について
（令和７年度伊豆市一般会計補正予算（第８回）） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ 報告

承認

令和７年度伊豆市一般会計補正予算（第 10 回） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ 可決

令和７年度伊豆市水道事業会計補正予算（第３回） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ 可決

令和８年度伊豆市一般会計予算 ◯ ◯
討論 ◯ ◯ ◯

討論 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ×
討論

×
討論 可決

令和８年度伊豆市公共用地取得事業特別会計予算 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ 可決

令和８年度伊豆市国民健康保険特別会計予算 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ×
討論 可決

令和８年度伊豆市後期高齢者医療特別会計予算 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × 可決

令和８年度伊豆市介護保険特別会計予算 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × 可決

令和８年度伊豆市水道事業会計予算 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ 可決

令和８年度伊豆市下水道事業会計予算 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ 可決

伊豆市営住宅条例の一部改正について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ 可決

伊豆市自然環境等と再生可能エネルギー発電事業
との調和に関する条例の一部改正について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ 可決

伊豆市国民健康保険税条例の一部改正について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ 可決

財産の減額譲渡について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
討論 × ◯ 可決

令和７年度伊豆市一般会計補正予算（第 11 回） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ 可決

令和７年度伊豆市水道事業会計補正予算（第４回） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ 可決

令和７年度伊豆市下水道事業会計補正予算（第１回 ) ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ 可決

※議長（下山　祥二）は、可否同数の裁決以外は、採決に加わりません。
※詳細は定例会最終日の録画配信をご覧ください。 アクセスはこちら

▲

３月定例会で審議した議案
※詳細はホームページをご覧ください　録画配信はこちら

▲

３月定例会

令和８年伊豆市議会

要チェック議案
・議案第２号　令和７年度伊豆市一般会計補正予算（第９回）
・議案第３号　令和７年度伊豆市一般会計補正予算（第 10 回）
・議案第７号　令和８年度伊豆市一般会計予算

◆会期日程及び議会活動
月 火 水 木 金 土 日

2/16 17 18 19 20
本会議初日
全員協議会
議会広報委員会

21 22

23 24
全員協議会
総務経済委員会
議会運営委員会

25 26 27 28 3/1

2 3 4 5 6
議会運営委員会
本会議２日目

（議案質疑）
総務経済委員会

7 8

9
総務経済委員会

10
教育厚生委員会

11
本会議３日目

（代表質問）
（一般質問）

12
本会議４日目

（一般質問）

13 14 15

16
 連合審査

（総務経済委員会
所管分）

17
連合審査

（教育厚生委員会
所管分）

18 19 20 21 22

23 24 25
本会議最終日
全員協議会
議会広報委員会

26 27 28 29

※会期日程以外の詳しい議員の活動は
　ホームページに掲載

アクセスはこちら

▲
会期 ： 令和 8 年 2 月 20 日（金）～ 3 月 25 日（水）

定例会概要

令和 7年度伊豆市一般会計補正予算（第９回）

令和 7年度伊豆市一般会計補正予算（第 10回）

　詳　細　　※１万円未満は切り捨て

　詳　細　　※１万円未満は切り捨て

総務費：戸籍住民基本台帳費【381万円】
（戸籍情報システム改修業務委託料の増、住民基本台帳シス
テム改修業務委託料）

民生費：介護保険費【115万円】
　　　　　（介護保険特別会計繰出金の増）

衛生費：予防費【150万円】
　　　　　（出産準備金の増、妊婦のための支援給付交付金の増）

消防費：消防施設費【560万円】
　　　　　（消防団詰所解体工事） 解体される城の消防団詰所

3 2

議案・賛否



次
の
ペ
ー
ジ
は ▲

議
案
質
疑
・
常
任
委
員
会
・
一
般
質
問

令和８年度当初予算

※１万円未満を四捨五入しています。

各会計総括表 重点事業

１．次代を担う人材を心豊かに育むまち
　 育てて育つ事業、中伊豆小学校移転整備事業　
２．安全・安心で心地よく暮らせるまち
　 特定健診事業、ひなた公園・危機管理センター管理事業
３．人が集い活力あふれるまち
　 新たな観光振興財源検討事業、地域おこし協力隊推進事業
４．人と自然が調和した魅力あふれるまち
　 みんなの夢★応援補助金、修善寺駅前県道拡幅関連事業
５．将来にわたって持続可能なまち
　 ふるさと納税促進事業、業務効率化事業、地域づくり推進事業

中伊豆小学校完成イメージ中伊豆小学校完成イメージ

〇今後も魅力ある「伊豆市」として成長していく
ため、歴史、文化、市民の生命、財産 などを大切
に守ると同時に時代の変化に柔軟に対応でき
るまちを目指す

伊豆市の未来に、今、投資する予算

変わる
ひなた公園・危
機管理センター
管理、耐震改修
促進などの事業

デジタルアーカ
イブ導入、新た
な観光振興財源
検討などの事業

小学校移転、再
編の検討、移住・
定住促進などの
事業

守る

「守りながら変わり続ける」伊豆市プロジェクト

＊全会計328億5,190万円の予算を可決＊
（一般会計：216億6,900万円）

５つの重点目標

物価高騰対策事業 （重点支援地方交付金 活用事業）
　 給付型商品券（いずっち券）発行事業、省エネ家電購入費補助事業

注目事業

会　計　名 令和 8年度予算額
一　般　会　計 216億 6,900 万円

特
別
会
計

公共用地取得事業 3,857 万円　

国民健康保険 38億 2,900 万円　

後期高齢者医療 6億 8,900 万円　

介護保険 38億 1,740 万円　

財産区（７財産区） 459万円　

企
業
会
計

水道事業 10億 330万円　

下水道事業 18億 105万円

何に使う？税金の使いみちは？！
Ｑ　
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
事
業
の

新
規
事
業
と
し
て
、
捕
獲
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
の
説
明
と
報
告
書
の
Ｄ
Ｘ
を

進
め
る
こ
と
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
用
い
た

捕
獲
情
報
の
可
視
化
は
、
ど
の
よ

う
な
ア
プ
リ
を
使
っ
て
や
る
の

か
。

Ａ　
ア
プ
リ
は
、
い
く
つ
か
の
会

社
か
ら
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
決
め

よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、

捕
獲
の
報
告
を
す
べ
て
紙
で
提
出

し
て
お
り
、
捕
獲
し
た
場
所
も

大お
お
あ
ざ字
ぐ
ら
い
は
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
ア
プ
リ
に
は
、
写
真
つ
き

の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
が
あ
る
た
め
、
伊

豆
市
全
体
の
捕
獲
さ
れ
た
と
こ

ろ
、
ま
た
捕
獲
さ
れ
て
い
な
い
と

こ
ろ
な
ど
、
地
図
で
見
え
る
化
が

で
き
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
活
用

を
考
え
て

い
ま
す
。

Ｑ　
火
山
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

作
成
事
業
に
つ
い
て
、
伊
豆
市
内

に
お
い
て
火
山
と
い
う
の
は
、
ど

の
辺
り
の
山
を
想
定
す
る
の
か
。

Ａ　

伊
豆
市
内
の
火
山
で
は
な

く
、
伊
東
市
内
の
火
山
に
よ
っ
て

中
伊
豆
の
沢
口
地
区
に
影
響
が
あ

り
、
火
山
系
災
害
警
戒
区
域
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
同
地
区
の
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
も
の
で

す
。

Ｑ　
新
規
事
業
の
み
ん
な
の
夢
★

応
援
補
助
金
の
狙
い
と
、
補
助
内

容
は
。

Ａ　
み
ん
な
の
夢
★
応
援
補
助
金

は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

型
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し

て
、
市
民
が
提
案
す
る
事
業
に
対

し
て
、
補
助
金
を
交
付
す
る
事
業

で
す
。

質　
疑

（
教
育
厚
生
委
員
会
所
管
）

Ｑ　
外
国
語
指
導
助
手
業
務
委
託

料
が
昨
年
度
と
比
べ
、
減
額
と
な

っ
た
理
由
と
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
配
置
と
人

数
は
。

Ａ　
委
託
料
の
減
額
は
、
学
校
統

合
に
よ
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
１
名
減
に
加

え
、
令
和
７
年
度
は
契
約
前
の
予

定
額
、
令
和
８
年
度
は
実
際
の
契

約
額
に
基
づ
き
予
算
計
上
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
、
６
名
を
配
置
し
て

お
り
、
伊
豆
中
学
校
に
２
名
、
土

肥
小
中
一
貫
校
に
１
名
、
残
り
３

名
に
各
小
学
校
と
こ
ど
も
園
を
回

っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　
賦
課
徴
収
事
務
事
業
の
口
座

振
替
以
外
の
収
納
方
法
は
。

Ａ　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

の
納
付
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
使
っ
た
ス
マ
ホ
決

済
な
ど
の
収
納
を
、
可
能
と
し
て

い
ま
す
。

Ｑ　
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
事
業
の

職
員
の
配
置
体
制
は
。

Ａ　
今
回
実
施
す
る
の
は
、
私
立

園
の
な
か
い
ず
認
定
こ
ど
も
園
と

あ
ま
ぎ
認
定
こ
ど
も
園
で
、
職
員

配
置
等
の
空
き
枠
を
利
用
し
て
実

施
し
ま
す
。

連合審査連合審査
3/16・17

連合審査の概要書はこちら

▲

令
和
８
年
度
伊
豆
市
一
般
会
計
予
算

令
和
８
年
度
伊
豆
市
一
般
会
計
予
算

　
質　
疑

（
総
務
経
済
委
員
会
所
管
）

5 4

新年度予算概要連合審査
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一
般
質
問
（
続
き
）

○ 議案質疑

○ 常任委員会

○ 議案質疑

○ 常任委員会

３/６

３/９・10

♦
令
和
８
年
度
伊
豆
市
一
般
会
計

予
算

Ｑ　
耐
震
改
修
促
進
事
業
の
補
助
率
等

の
変
更
点
は
。 

A　
新
た
に
住
宅
の
部
分
的
補
強
を
行

う
ひ
と
部
屋
耐
震
補
強
を
追
加
し
ま
し

た
。
補
助
上
限
額
は
、
一
般
世
帯
85
万

円
、高
齢
者
世
帯
95
万
円
の
予
定
で
す
。

　
耐
震
補
強
工
事
は
一
般
世
帯
１
０
0

万
円
、
高
齢
者
世
帯
1
2
0
万
円
の

区
分
を
廃
止
し
、
一
律
1
1
5
万
円

の
予
定
で
す
。

　
除
却
事
業
は
、
耐
震
性
の
な
い
木
造

住
宅
を
除
却
す
る
際
の
補
助
で
、
上
限

額
は
50
万
円
の
予
定
で
す
。

♦
令
和
７
年
度　
伊
豆
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
10
回
）

Ｑ　
消
防
団
詰
所
解
体
の
理
由
と
時
期

は
。  

A　
中
伊
豆
方
面
隊
の
統
合
に
よ
り
、

維
持
管
理
が
困
難
と
な
り
、
城じ

ょ
うの
詰
所

を
解
体
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
財
源
を
追
加
で
き
る
こ
と
に
な
り
、

令
和
７
年
度
予
算
で
対
応
し
た
い
た

め
、
計
上
し
ま
し
た
。

♦
伊
豆
市
火
入
れ
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

Ｑ　
火
入
れ
と
野
焼
き
の
違
い
は
。

A　
火
入
れ
は
、森
林
法
で
規
定
さ
れ
、

森
林
や
原
野
、
そ
の
周
辺
で
土
地
利
用

上
の
目
的
、
造
林
の
た
め
の
地
ご
し
ら

え
、
害
虫
駆
除
な
ど
、
５
つ
に
限
定
さ

れ
、
そ
れ
を
面
的
に
焼
却
す
る
行
為
で

す
。
野
焼
き
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
で
規
定
さ
れ
、
風

俗
習
慣
上
必
要
な
も
の
、ど
ん
ど
焼
き
、

農
林
漁
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得
ず

行
う
も
の
、
刈
っ
た
草
を
燃
や
す
な
ど

の
行
為
で
、
区
別
さ
れ
て
い
ま
す
。

♦
伊
豆
市
土
肥
診
療
所
条
例
の
廃

止
に
つ
い
て

Q　
土
肥
診
療
所
を
公
設
民
営
で
設
置

し
た
経
緯
は
。

A　
土
肥
町
時
代
、
人
口
が
比
較
的
多

か
っ
た
時
代
で
も
医
療
確
保
が
難
し

く
、
町
が
主
体
と
な
っ
て
整
備
し
ま
し

た
。

Q　
廃
止
後
の
医
療
体
制
は
。

A　
西
伊
豆
健
育
会
病
院
が
、
訪
問
診

療
を
継
続
し
、
透
析
患
者
の
ベ
ッ
ド
数

も
増
床
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
市
と
し

て
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
活
用
も
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

議  

案  

質  

疑

総
務
経
済
委
員
会

教
育
厚
生
委
員
会

委員会の概要書はこちら

▲

※各議員のＱＲコードを読み取ると、全ての一般質問の様子を動画で見ることができます。

～ 一 般 質 問 ～

市政を問う
録画配信へ

QRコードを読み取るアプリ
をダウンロードしてご利用く
ださい。

Andoroid
スマートフォン
Andoroid
スマートフォン

カメラアプリを起動して QR コード
を画面に入れ、読み込みのコード
が出たらタップしてご利用ください。

iPhone
アイフォン
iPhone
アイフォンパソコンパソコン

からご覧ください。
伊豆市議会  ライブ中継
検索

会派代表質問
フロンティア伊豆 施政方針を受けて「守る」から

会派代表質問
IZU未来

飯い
い
だ田　
大だ
い 

議
員

　
「
第
３
次
伊
豆
市
総
合
計
画
」
に
お
け
る
目

指
す
ま
ち
の
テ
ー
マ
「
守
り
な
が
ら
、
変
わ
り

続
け
る
」
ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
描
い
て

い
ま
す
か
。
ま
た
、
計
画
の
策
定
は
、
職
員
が

起
案
し
事
業
を
進
め
る
行
政
に
代
わ
っ
て
い
く

と
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
市
長
の
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
で
進
め
て
き
た
事
業
方
針
と
今
後
の

行
政
運
営
の
違
い
と
、
な
ぜ
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

か
を
伺
い
ま
す
。

答
　
弁

　
自
治
体
に
共
通
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な

政
策
は
、

〇
誰
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち

〇
産
業
を
振
興
し
て
元
気
な
ま
ち

〇
災
害
か
ら
市
民
を
守
る

で
あ
り
、こ
の
決
断
が
首
長
の
責
務
と
考
え
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
合
併
に
伴
う
新
市
建
設
事
業
の

特
性
か
ら
、
市
長
の
影
響
が
強
か
っ
た
の
で
す

が
、
政
策
原
案
の
立
案
は
、
職
員
本
来
の
役
割

で
す
。
大
型
事
業
が
概
ね
終
了
し
、
行
政
運

営
の
安
定
期
を
迎
え
た
現
在

が
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

施 政 方 針 を 受 け て

浅あ
さ
だ田　
藤と
う
じ二 

議
員

　
「
第
３
次
伊
豆
市
総
合
計
画
」
に
は
、
令
和

42
年
（
34
年
後
）
の
設
定
人
口
を
１
万
３
，

６
０
０
人
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
生
ま
れ
た
子

ど
も
か
ら
、
今
の
高
校
生
以
下
の
世
代
が
中
心

と
な
り
、
担
う
で
あ
ろ
う
そ
の
時
代
に
、
市
長

は
、
現
在
か
ら
未
来
へ
何
を
投
資
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
か
。

答
　
弁

　

当
市
が
、
将
来
に
わ
た
り
魅
力
あ
る
地
域

と
し
て
成
長
し
続
け
る
た
め
の
未
来
へ
の
投
資

と
し
て
３
つ
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
１
つ
目
に
豊

か
な
自
然
や
歴
史
へ
の
誇
り
と
、
次
世
代
へ
繋

ぐ「
人
」
へ
の
投
資
、
２
つ
目
に
、
市
民
の
生
命

と
財
産
を
守
り
抜
く「
安
全
」
へ
の
投
資
、
３
つ

目
に
、時
代
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
す
る「
変
革
」

へ
の
投
資
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、「
人
」「
ま
ち
」
が
活
気
に
満

ち
、
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
持

続
可
能
な
ま
ち
の
実
現
に
向
け
礎
を
築
い
て
い

き
ま
す
。

動画はこちら
※他の質問あり

動画はこちら
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次
の
ペ
ー
ジ
は ▲

一
般
質
問
（
続
き
）

質 問
Question

小こ
な
が
や
長
谷　
順じ
ゅ
ん
じ二 

議
員

　
本
市
は
今
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
等
で

極
め
て
困
難
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
今

ま
で
の
延
長
線
上
の
対
策
に
は
限
界
が
あ
り
、

Ａ
Ｉ
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、「
行
政
改

革
」
の
起
爆
剤
と
し
て
活
用
す
べ
き
時
期
に
来

て
い
ま
す
。

　
本
市
の
自
治
体
Ｄ
Ｘ・Ａ
Ｉ
の
活
用
状
況
と
、

地
域
の
活
力
を
支
え
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
可
能

性
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
弁

　
本
市
で
は
、
令
和
５
年
11
月
に
「
伊
豆
市
Ｄ

Ｘ
推
進
方
針
個
別
計
画
」
を
策
定
し
、
計
画
的

な
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
取
組
み
と
し
て
、
医
療
資
源
が
限

ら
れ
た
地
域
の
「
医
療
格
差
」
解
消
の
た
め
の

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
活
用
は
、
重
要
だ
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、「
Ａ
Ｉ
に
よ
る
浸
水
予
測
」
や
「
ド

ロ
ー
ン
ポ
ー
ト
」
な
ど
の
、
先
進
技
術
を
活
用

し
た
防
災
対
策
の
高
度
化
は
、
避
難
誘
導
や
状

況
把
握
を
可
能
に
す
る
有
効
な
対
策
の

ひ
と
つ
で
す
が
、
技
術
面
や

コ
ス
ト
面
で
の
課
題
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

デジタル技術で挑む伊豆市のまちづくり

動画はこちら

質 問
Question

会派代表質問
フロンティア伊豆

森も
り　
良よ
し
お雄 

議
員

　
津
波
は
、地
震
に
よ
る
地
盤
の
変
化
に
よ
っ

て
お
き
ま
す
。１
９
９
５
年
に
発
生
し
た
阪
神・

淡
路
の
大
震
災
で
は
、家
屋
の
倒
壊
や
家
具
で

身
動
き
で
き
な
く
な
っ
た
方
が
、た
く
さ
ん
い

ま
し
た
。

　
土
肥
の
オ
レ
ン
ジ
ゾ
ー
ン
の
住
民
は
何
人
で

す
か
。何
人
の
方
が
亡
く
な
り
、被
害
は
ど
の
く

ら
い
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
　
弁

　
オ
レ
ン
ジ
ゾ
ー
ン
内
の
人
口
は
１
，９
０
３

名
で
、そ
の
う
ち
自
力
避
難
が
困
難
な
方
は
39

人
で
す
。

　
静
岡
県
の
想
定
で
は
土
肥
地
区
の
最
大
震
度

は
震
度
６
強
、津
波
は
最
短
６
分
で
到
達
し
ま

す
。建
物
の
全
壊
・
焼
失
は
１
，５
０
０
棟
、死

者
は
１
，４
０
０
人
と
想
定
さ
れ
て
お
り
、ま
ず

は
、逃
げ
る
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

黒く
ろ
す須　
淳あ
つ
美み  

議
員

　
修
善
寺
地
区
小
学
校
再
編
の
進
め
方
や
、
子

育
て
支
援
と
職
員
負
担
の
両
立
策
、
人
口
減
少

対
策
と
し
て
の
空
き
家
活
用
、
さ
ら
に
市
民
と

行
政
が
と
も
に
地
域
を
支
え
る
新
た
な
市
の
姿

を
、ど
の
よ
う
に
描
く
の
か
市
長
に
問
い
ま
す
。

答
　
弁

　
修
善
寺
地
区
小
学
校
再
編
は
、
ま
ず
は
方
針

を
固
め
、
保
護
者
及
び
市
民
説
明
を
行
い
、
具

体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
し
ま
す
。
子
育
て

支
援
で
は
市
内
全
園
を
訪
問
し
、
保
育
士
の
声

を
聞
い
た
結
果
、
休
日
保
育
が
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
現
状
を
受

け
止
め
、
令
和
８
年
度
か

ら
実
施
方
法
の
変
更
を

し
ま
す
。
空
き
家
に
つ
い

て
は
、
除
却
補
助
対
象
の

拡
大
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

職
員
の
意
識
改
革
を

進
め
る
と
と
も
に
、
地
域

の
こ
と
は
地
域
で
決
め
る

な
ど
、
市
民
が
主
体
的
に

ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

施政方針を受けて「変わる」から

土肥のオレンジゾーンの津波対策

動画はこちら
※他の質問あり

動画はこちら

質 問
Question 修善寺地区の小学校再編検討作業

質 問
Question

間ま

の野　
み
ど
り 

議
員

　
令
和
２
年
か
ら
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
、
多
機
能

ト
イ
レ
に
つ
い
て
質
問
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

後
の
市
の
進
捗
状
況
は
ど
う
で
す
か
。
ま
た
、

障
が
い
の
あ
る
方
の
社
会
参
加
も
多
く
な
り
、

※
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
シ
ー
ト
の
設
置
な
ど
の
必
要

を
感
じ
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

答
　
弁

　
市
の
公
共
ト
イ
レ
で
障
が
い
の
あ
る
方
の
た

め
の
多
目
的
ト
イ
レ
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト

イ
レ
は
、こ
こ
数
年
で
４
カ
所
程
増
え
ま
し
た
。

新
し
い
施
設
の
御
幸
橋
駐
車
場
、
ひ
な
た
公
園

等
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
シ
ー
ト
の
設
置
は
ま
だ
な
く
、
高

齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
に
と
っ
て
、
十
分
な

環
境
が
整
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況
の
た

め
、
予
定
さ
れ
る
公
共
施
設
の
改
修
や
更
新
の

タ
イ
ミ
ン
グ
を
捉
え
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
シ
ー
ト

の
設
置
等
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

※
大
型
ベ
ッ
ド
・
大
人
用
お
む
つ
交
換

台
（
お
む
つ
交
換
だ
け
で
な

く
、
衣
類
の
着
脱
な
ど
に
も

使
用
す
る
）

木き
む
ら村　
建け
ん
い
ち一 

議
員

　
少
子
化
問
題
に
つ
い
て
、
市
長
は
令
和
２
年

３
月
議
会
で
「
子
育
て
世
代
が
求
め
る
こ
と
を

や
っ
て
い
く
こ
と
に
尽
き
る
だ
ろ
う
」
と
答
え

て
い
ま
し
た
。「
高
校
進
学
に
よ
る
出
費
は
、

中
学
校
ま
で
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
ず
、
何
か

し
ら
の
援
助
を
」
と
い
う
市
民
の
意
見
へ
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
私
立
、
公
立
が
区
別

な
く
、
高
校
生
が
進
路
選
択
で
き
る
伊
豆
市
に

つ
い
て
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答
　
弁

　
現
在
、
全
国
で
高
校
の
あ
り
方
が
大
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
県
で
は
「
少
子
化
に
よ
る
高

校
再
編
成
を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
問
題
の
核

心
は
私
学
を
含
め
、
高
校
無
償
化
と
考
え
て
い

ま
す
。
静
岡
県
は
県
立
高
校
が
90
校
、
私
学
が

43
校
で
、
県
立
高
校
だ
け
を
論
じ
て
い
て
は
、

教
育
の
機
会
均
等
を
確
保
で
き
る
の
か
、
大
変

危
惧
し
て
い
ま
す
。
考
え
る
べ
き
は
、
市
内
に

高
校
が
な
く
な
る
こ
と
の
意
味
で
す
。
市
内
に

高
校
進
学
の
選
択
肢
が
残
る
場
合
や
、
高
校
が

駿
豆
線
北
部
以
遠
だ
け
に
な
っ
た
場
合

の
状
況
を
、
考
え
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
認
識
で
す
。

公 共 施 設 の ト イ レ の 現 状

質 問
Question「人口減少」克服する伊豆市に

鈴す
ず
き木　
優ゆ
う
治じ 

議
員

　
修
善
寺
地
区
小
学
校
の
再
編
に
つ
い
て
、
昨

年
12
月
定
例
会
で
、
令
和
13
年
を
目
途
に
進

め
る
旨
の
回
答
が
あ
り
、
令
和
８
年
度
一
般

会
計
予
算
に
再
編
検
討
業
務
委
託
料
、
２
，

９
９
２
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
６

年
度
の
出
生
数
は
60
人
で
し
た
。
児
童
数
が
激

減
の
時
代
に
、
学
校
統
廃
合
の
未
来
は
必
然
で

す
。６
年
後
を
目
途
と
す
る
根
拠
を
伺
い
ま
す
。

答
　
弁

　
修
善
寺
地
区
の
小
学
校
再
編
に
よ
る
教
育
環

境
の
最
適
化
は
、
児
童
数
の
減
少
が
進
む
中
、

一
刻
の
猶
予
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
平
成

29
年
に
当
時
の
中
学
校
再
編
計
画
が
白
紙
撤
回

と
な
り
、
よ
う
や
く
伊
豆
中
学
校
開
校
と
い
う

節
目
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
す
。
令
和
13
年
度
を

目
途
と
す
る
背
景
に
は
、
主
に
３
つ
の
制
約
が

あ
り
ま
す
。
１
つ
め
は
先
行
事
業
の
優
先
、
２

つ
め
に
財
政
・
マ
ン
パ
ワ
ー
の
平
準
化
、
３
つ

め
に
合
意
形
成
の
重
要
性
で
す
。
可
能
な
限
り

早
期
に
、
子
ど
も
た
ち
に
最
適
な
教
育
環
境
を

提
供
で
き
る
よ
う
、
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

動画はこちら
※他の質問あり

動画はこちら
※他の質問あり

動画はこちら
※他の質問あり
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次
の
ペ
ー
ジ
は ▲

表
紙
写
真
の
紹
介
・
ア
ン
ケ
ー
ト
募
集
・
編
集
後
記

質 問
Question

三み

た田　
忠た
だ
お男 

議
員

　
少
子
超
高
齢
社
会
が
進
行
し
、
各
方
面
に

様
々
な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状

況
の
中
、
市
が
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
、
賛
否

両
論
あ
っ
た
新
中
学
校
で
、い
じ
め
や
不
登
校
、

教
育
課
程
の
課
題
の
現
況
、
荒
廃
農
地
の
解
消

の
た
め
に
新
た
な
組
織
的
取
り
組
み
、
地
域
共

生
社
会
が
求
め
る
行
政
の
役
割
と
、
市
民
へ
の

期
待
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
弁

　
令
和
７
年
度
は
「
い
つ
で
も
住
み
続
け
た
く

な
る
伊
豆
市
」
に
向
け
取
り
組
み
ま
し
た
が
、

令
和
８
年
度
は
第
３
次
総
合
計
画
で
目
指
す
ま

ち
の
姿
の
実
現
に
向
け
、
職
員
中
心
に
立
案
し

た
来
年
度
予
算
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
伊
豆
中
学
校
で
は
、
い
じ
め
が
大
幅
に
減
少

し
、
自
己
肯
定
感
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
授

業
は
一
斉
指
導
か
ら
、
生
徒
に
合
っ
た
学
び
方

を
選
択
で
き
る
授
業
ス
タ
イ
ル
に
進
化
中
で

す
。
農
地
の
解
消
に
は
、
市
独
自
の
農
地
斡
旋

バ
ン
ク
等
の
組
織
化
も
選
択
肢
と
考
え
ま
す
。

行
政
の
役
割
は
、
仕
組
み
を
整
え
、
そ
の
「
調

整
役
」
を
担
う
こ
と
で
あ
り
、
市
民
に

は
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

少子超高齢社会での行政の役割と市民への期待

動画はこちら

質 問
Question

質 問
Question

波は

だ

の
多
野　
靖や
す
明あ
き 

議
員

　
先
日
、修
善
寺
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
近
隣
で
火
災

が
発
生
し
、市
民
の
安
心
・
安
全
な
生
活
に
対

す
る
不
安
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。本
市
で
は
住

宅
地
と
農
地
が
近
接
す
る
地
域
も
多
く
、野
焼

き
に
よ
る
煙
や
臭
い
、火
災
の
危
険
に
不
安
を

感
じ
る
市
民
の
声
も
あ
り
ま
す
。市
と
し
て
、野

焼
き
に
対
す
る
認
識
と
、安
全
確
保
に
向
け
た

対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
　
弁

　
野
焼
き
に
相
当
す
る
行
為
は
原
則
と
し
て
禁

止
さ
れ
て
お
り
、火
災
や
環
境
問
題
、周
辺
住
民

へ
の
影
響
に
つ
な
が
る
た
め
、Ｆ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
な
ど

を
通
じ
、注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
ま
す
。一
方

で
、農
地
管
理
の
た
め
の
焼
却
な
ど
、例
外
と
し

て
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、風
速
な

ど
の
気
象
条
件
や
焼
却
で
、管
理
可
能
な
草
の

量
、消
火
準
備
な
ど
、適
切
な
管
理
が
前
提
で

す
。今
後
も
危
機
管
理
課
、環
境
衛
生
課
や
農
林

水
産
課
が
連
携
し
、適
切
な
野
焼
き
の
徹
底
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

尾お

垣が
き　
和か
ず
の
り則  

議
員

　
急
速
な
高
齢
化
で
、
独
居
高
齢
者
や
高
齢
者

の
み
の
世
帯
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
家
族
形
態
の
変
化
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ィ
の
希

薄
化
で
、
家
庭
や
地
域
が
担
っ
て
き
た
見
守
り

機
能
が
弱
ま
る
中
、
高
齢
者
の
孤
立
、
買
い
物

や
通
院
の
困
難
、
災
害
時
避
難
の
不
安
、
孤
独

死
な
ど
の
課
題
が
全
国
で
深
刻
化
し
て
い
ま

す
。
今
後
５
年
程
度
を
見
据
え
、
独
居
高
齢
者

支
援
の
強
化
方
針
を
伺
い
ま
す
。

答
　
弁

　
高
齢
者
支
援
の
方
針
に
つ
い
て
は
、「
誰
も

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を

人
生
の
最
後
ま
で
送
る
こ
と
」
を
目
指
す
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進
を
柱
と

考
え
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
、
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
、
介

護
保
険
事
業
計
画
の
見
直
し
を
予
定
し
て
お

り
、
令
和
７
年
度
は
計
画
策
定
に
向
け
て
、
高

齢
者
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
現
在
調
査

結
果
を
集
計
中
で
す
が
、
調
査
結
果
や
各
地
区

の
現
状
、
地
域
課
題
等
を
分
析
し
た
上

で
計
画
見
直
し
を
行
い
、
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
支
援

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

高齢者の一人暮らし支援の充実

動画はこちら

動画はこちら

野 焼 き と 市 民 の 安 全

質 問
Question

小お
が
わ川　

多た

み

こ
美
子 

議
員

　
最
近
身
近
な
と
こ
ろ
で
強
盗
事
件
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
以
前
は
遠
い
と
こ
ろ
の
出
来
事
の

よ
う
に
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
身
近
な

と
こ
ろ
で
も
起
き
て
い
ま
す
。
市
内
に
は
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど

こ
に
何
台
設
置
し
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
地
域

や
個
人
で
防
犯
カ
メ
ラ
を
購
入
、
設
置
し
た
場

合
に
補
助
制
度
は
あ
り
ま
す
か
。

答
　
弁

　
市
が
所
有
し
て
い
る
観
光
、
教
育
、
保
育
施

設
や
公
園
、
駅
な
ど
の
公
共
施
設
に
２
月
末
現

在
で
、
２
０
５
台
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て

あ
り
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
ま
で
、
自
治
会
や
地
域
づ
く
り

協
議
会
等
の
団
体
に
対
す
る
県
の
補
助
金
を
活

用
し
た
制
度
が
あ
り
ま
し
た
が
、
令
和
８
年
度

か
ら
補
助
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
個
人
に
対
す
る
補
助
金
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

地
域
で
は
地
域
づ
く
り
協
議
会
へ
交
付
し
て
い

る
「
地
域
づ
く
り
交
付
金
」
を
活
用
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

動画はこちら
※他の質問あり

防犯カメラの設置について

※委嘱状交付式で撮影

　　議会モニターのみなさん　
２年間よろしくお願いします！
　　議会モニターのみなさん　
２年間よろしくお願いします！
新新
　令和８年２月２日に委嘱状交付式・議会モニ
ター会議を行い、７名（５名は再任）が就任さ
れました。２年間よろしくお願いいたします。

▲議会モニター提出意見はこちら

始めました！You Tube 公開
委員会の

【注意（免責）事項】　　※詳細は公開ページの説明欄をご確認ください。
・動画に掲載されている情報（文章・映像・音声等）に関する著作権は、
伊豆市に帰属します。無断転載・利用などはしないでください。

● 会期中の総務経済委員会、教育厚生委員会
【　対　象　】

　※公開期間内であっても、議長判断で予告なく公開中止となる場合があります。
　※次回公開は６月 26日～ （予定）

● 委員会終了 3日後～定例会最終日
【公開期間】 ※公開期間中のみ視聴できます

伊豆市議会委員会
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一般質問一般質問



編  

集  

後  

記

　
３
月
定
例
会
で
は
新
年
度
予

算
の
審
議
が
行
わ
れ
、
市
長
か

ら
施
政
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
は
「
第
３
次
総
合
計
画
を

着
実
に
進
め
る
に
尽
き
る
」
と

述
べ
、
め
ざ
す
ま
ち
の
姿
を
「
守

り
な
が
ら
変
わ
り
続
け
る
ま
ち
伊

豆
市
」
と
し
ま
し
た
。
議
会
で

も
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
よ
る
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
や
、
新
た
に
議
員

が
そ
れ
ぞ
れ
生
成
A
I
を
学
ぶ

な
ど
の
取
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

守
る
べ
き
も
の
を
大
切
に
し
な
が

ら
も
変
化
を
重
ね
、
市
民
の
み

な
さ
ん
と
伊
豆
市
の
未
来
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
広
報
副
委
員
長　

黒
須
　
淳
美

次
回
は
令
和
８
年
８
月
１
日
発
行
予
定
で
す
。

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ▲

伊
豆
市
議
会
広
報
委
員
会

☎
0558-72-9906

編
集
　
〒
410-2413

　
静
岡
県
伊
豆
市
小
立
野
38-2

発
行
　
伊
豆
市
議
会

Tel.０５５８-７２-９９０６
傍聴に関するお問合せ（議会事務局）

アンケートを実施中！アンケートを実施中！

前回号アンケートでご意見をいただきました。（※ 回答一部抜粋）

伊豆市議会だより 検索

W
e
b
か
ら
回
答

で
き
ま
す
♪

ここか
ら１分程度のここか
ら１分程度の

簡単なアンケートへ

簡単なアンケートへアンケート回答フォーム

広報委員会
委員から

貴重なご意見をいただき、誠にありがとうございます。
伊豆市民の負託を受けた二元代表制の伊豆市議会として、市民の声の代弁者となり、
政策の提言等に真摯に取り組んでまいります。

・ページ数は適切、QRコードの利用はなし
　伊豆市が子育て家庭にとって真の意味で良い市、また魅力ある市になるような政策を出す事を切に願う

（★★★☆☆　50・60代　やす様）★★★★★

議会傍聴・視聴のご案内議会傍聴・視聴のご案内

アクセスはこちら▶

　
※本会議はインターネット生中継あり

６月定例会の
予定

時間：午前 9時 30分 から
場所：議場（本庁 2階）

６月12日㈮から
６月定例会は

月 火 水 木 金 土 日 ※
日
程
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

6/8 9 10 11 12
本会議初日
議会広報委員会

13 14

15 16
本会議 2日目
（一般質問）

17
本会議 3日目
（一般質問）

18
本会議 4日目
（一般質問）

19 20 21

22
本会議 5日目
（議案質疑）

23
総務経済委員会

24
教育厚生委員会

25 26 27 28

29
議会運営委員会
（予備日）

30 7/1 2
本会議最終日
議会広報委員会

3 4 5

本会議はどなたでも傍聴ができます。
インターネットによる生
中継と録画配信も行って
います。

　この写真は、伊豆総合高校自転車競技部の練習で、伊豆市のベロドローム
のなかで撮影しました。
　この場所ではコース全体が見渡せるので、撮影しやすく、自転車のスピー
ドや迫力が伝わってきて楽しめました。

　この写真は、伊豆総合高校自転車競技部の練習で、伊豆市のベロドローム
のなかで撮影しました。
　この場所ではコース全体が見渡せるので、撮影しやすく、自転車のスピー
ドや迫力が伝わってきて楽しめました。

伊豆総合高校  写真部３年  尾崎 藍武 さん
おざき あい む

表紙写真の紹介！表紙写真の紹介！

アンケート内のそのほか感想やご意見欄には、
市政に対するご意見やご提案もご記入いただけます !
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